
1

沖縄エリアの必要予備力算定における前提条件見直し
および調整力必要量の考え方について

２０２２年 ６月２８日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会事務局

第74回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料3



2本日の議論

◼ 第58回調整力等委員会(2021年3月3日)において、沖縄エリアの中央制御方式UFR(SSC)の導入を踏まえ、これ
までのガバナフリー（以降、GF）最低運転台数5台運転の制約は不要と整理され、今後4台運転の実運用での検
証を行うこととされていた。

◼ 今回、沖縄電力による検証試験の結果、最低運転台数4台による運用とともに、常時確保するGF量としても4台分
で問題ないことが確認され、沖縄電力にて常時GF4台運転を開始することされた。

◼ これに合わせて、必要予備力算定の前提条件の見直しや調整力必要量の考え方を再整理したので報告する。

【出典】第58回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/3/3) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html


3（参考）沖縄エリアにおける原則GF運転について

◼ 沖縄エリアにおいては、小規模独立系統などの理由から、並列電源(5台～)を原則GF運転とし運用されてきた。

【出典】第7回電気料金審査専門会合(2015年10月30日) 資料5-10
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_10.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_10.pdf


4（参考）沖縄エリアのGF4台運転見直しの検証試験について

◼ 第31回系統WGでは、沖縄電力より、再エネ出力抑制が必要となる断面においては並列発電機台数を4台に見直
すこととした。

◼ 今回、再エネ出力抑制が必要となる断面以外でも、GF運転台数4台で運用可能か、沖縄電力にて検証を行った。

【出典】第31回電力・ガス事業分科会電力・ガス基本政策小委員会 系統ワーキンググループ(2021年9月30日) 資料1-6
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/shin_energy/keito_wg/pdf/031_01_06.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/shin_energy/keito_wg/pdf/031_01_06.pdf
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6GF4台運転の実運用確認条件

◼ 実証試験のユニット構成は再エネ抑制時の4台運転と同様のユニット構成(吉の浦,金武,電発石川,牧港)とし、実証
試験を行った。

◼ 試験期間は、周波数変動が大きくなる軽負荷期を選定し、従来運用との比較を行った。

沖縄電力提供資料



7GF4台運転の実運用確認結果

◼ 沖縄電力での確認の結果、従来運用(GF5台・６台以上)と比較し、同等の電力品質が確保可能と確認できたこ
とから、悪天候時を除き、常時GF4台運転を開始することとされた。

沖縄電力提供資料
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9必要予備力の再検討について

◼ 沖縄エリアの必要予備力は、並列電源の原則GF運転の運用を踏まえて、全発電機をGF分控除し、供給信頼度評
価を行い、その結果319MWと算定された。

◼ 常時GF4台運転の運用開始に伴い、改めて供給信頼度評価の前提条件(発電機の設定条件)を見直し、必要予
備率の再算定を行ったので、報告する。

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html


10必要予備力の再算定（概要）

◼ 常時GF4台運転の運用開始に伴い、供給信頼度評価における発電機のGF分控除の設定をこれまでの全発電機か
ら、GF対象の4台（吉の浦、金武、電発石川、牧港）に見直したうえで、改めて供給信頼度基準(年間EUE：
0.498kWh/kW・年)を満たす必要予備力の算定を行うこととする。

＜全発電機GF控除＞

吉の浦 金武

・・・

＜GF対象4台のみ控除＞

・・・

GF控除

GF控除

GF対象：吉の浦、金武、電発石川、牧港

GF控除 GF控除

GF控除 GF控除

・・・

電発
石川

牧港 吉の浦 金武

GF控除

GF控除 GF控除 GF控除

・・・

電発
石川

牧港左記以外の
発電機

左記以外の
発電機

GF控除 GF控除



11必要予備力の再算定（結果）

◼ GF対象ユニット（吉の浦、金武、電発石川、牧港）のみ最大出力からGF分を減少させ、供給信頼度基準(年間
EUE:0.498kWh/kW・年)を満たす必要供給力を算定したところ、予備率約25%、予備力337MWと算定された。

◼ 全発電機をGF控除で算定された319MWに対して、必要供給力18MW増の337MWと算定されたが、これは１機
当たりの発電機の容量が大きくなり、計画外停止の影響が大きくなる分、必要供給予備力が増加したと推定される。

337MW

0.498kWh/kW・年

※沖縄エリアは、必要予備力を一律にした供給信頼度評価により算定



12（参考）沖縄エリアの供給信頼度基準について

◼ 沖縄エリアの供給信頼度基準は、LOLP0.3日/月に相当する必要予備率15%と厳気象・稀頻度対応分5.2%を
加えた予備力一定かつ発電機最大118MWを元に算定され、その結果0.498kWh/kW・年と定められた。

【出典】第58回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/3/3) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html


13（参考）沖縄エリアのEUE算定諸元について

◼ 沖縄エリアの供給信頼度基準である0.498kWh/KW・年を定めた際に適用した2020年/2020年度供給計画を元
に、改めて算定した。

【出典】第58回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/3/3) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_58_haifu.html


14必要予備力の扱いについて（TSO調達とBG調達）

◼ 第62回本委員会（2021年6月18日）では、TSOが確保すべき203MWと沖縄エリアとして確保すべき319MWと
のギャップ分(116MW)を沖縄電力BGが確保すると整理された。

◼ 今回、沖縄エリアとして確保すべき必要予備力が337MWと改めて算定されたことから、沖縄電力BGが確保すべき必
要予備力は134MWとなる。

H3需要
小売BG確保

H3

本土エリア
BG確保
沖縄電力

H3×101%

134MW
(ギャップ分)

沖縄エリアの
必要供給力

337MW
沖縄エリアの運用実態を
踏まえた必要予備力

大容量発電機を運転する
沖縄電力BGが
確保すべき必要予備力

沖縄エリアのTSOが
確保すべき必要予備力

203MW



15（参考）第62回調整力等委員会でのTSO,BG調達量の整理について

◼ 沖縄エリアでは、TSOが確保すべき必要予備力は203MW、沖縄電力BGが確保すべき必要予備力は116MWと整
理された。(116MWは、沖縄エリアとして確保すべき必要予備力319MWとTSO予備力203MWとのギャップ分)

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html
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17沖縄エリアにおける電源Ⅰ必要量について

◼ 第58回本委員会（2021年3月3日）では、本来あるべき信頼度評価として発電機容量118MWを前提とした
供給信頼度基準(年間EUE:0.498[kWh/kW・年])を満たす必要予備力は、203MWと算定されていた。

◼ また、必要予備力203MWは偶発的需給変動対応の予備力（本土エリアの7%に相当）であり、沖縄エリアにお
いてTSOが確保する電源Ⅰ必要量であると整理した。

◼ 次ページ以降にGF最低運転台数4台を踏まえた、電源Ⅰ-aおよび電源Ⅰ-bの必要量について整理した。

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html


18沖縄エリアにおける電源Ⅰ-a必要量について

◼ 電源Ⅰ-aの必要量として、昨年度と同様に3ヶ年（2019年度～2021年度）を昼間帯・点灯帯・夜間帯に分け、
時間内変動と残余予測誤差の合成値の3σを算出した。

◼ 確認結果としては、下表のとおり、時間帯によって41MW～133MWと変化することが確認された。

◼ 他方で、GF4台運転時のGF確保量は49MWであることから、GF量を最低限49MW確保していれば実運用上問
題ないことが確認されたと言える。

◼ 常時GF4台運転と整合させ、4台運転時のGF量49MWは一般送配電事業者が確保することとし、2023年度向
け調整力公募における電源Ⅰ-aの必要量は49MWとすることとしてはどうか。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

昼間帯:9時～18時 92 116 117 133 102 132 98 90 112 100 109 113 114 

点灯帯:18時～22時 59 41 56 53 58 63 55 43 41 43 62 50 57 

夜間帯:22時～9時 66 84 81 90 79 68 62 55 54 64 59 58 73 

各時間帯別の「時間内変動」と「30分内残余需要予測誤差」の合成値の３σ（MW)



19

◼ 2022年度においては、電源Ⅰ-a必要量を試算したところ64MWであったが、これまで57MWで運用してきたなか
で、周波数維持ができなくなったという事象も発生していないことから、電源Ⅰ-aの必要量は57MWとすることで整
理した。

（参考）2022年度 調整力公募における沖縄エリアの電源Ⅰ-a必要量について

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html


20（参考）2023年度に向けた電源Ⅰ-a必要量の考え方について

◼ 電源Ⅰ‐aの必要量については「時間内変動」と「30分内残余需要予測誤差対応」の不等時性を考慮した合成値
で算出することで整理した。

【出典】第71回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022/3/22）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_71_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_71_haifu.html


21沖縄エリアにおける電源Ⅰ-ｂ必要量について

◼ 電源Ⅰ必要量が電源Ⅰ-aと電源Ⅰ-bの必要量合計より大きい場合の対応については、第62回本委員会(2021
年6月18日)にて、その差分は電源Ⅰ-ｂとして確保することで整理された。

◼ 沖縄エリアにおける電源Ⅰ-a必要量を49MWとすると、電源Ⅰ必要量203MWから49MWを差引いた、154MW
を電源Ⅰ-bとして調達することになる。

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html


22沖縄エリアの電源Ⅰ´必要量について

◼ 昨年度算定した、2022年度の沖縄エリアの電源Ⅰ´必要量（厳気象対応・稀頻度リスク分）は、70MW、H3需
要比率5.2％であった。

◼ 厳気象対応・稀頻度リスク分は猛暑・厳寒時の需要増加に対しての必要量であり、需要規模に応じて確保する必
要があると考えると、2023年度についてもH3需要比率の5.2％を採用してはどうか。

◼ 上記の考え方に基づき算出した結果、2023年度における電源Ⅰ‘必要量については、73MWと算定される。

【出典】第62回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021/6/18) 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_62_haifu.html
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24まとめ

◼ 沖縄電力による検証試験の結果、常時GF4台運転が可能なことが確認されたことから、必要予備力算定の前提条
件の見直し及び調整力必要量の考え方について以下のとおり整理した。

＜必要予備力の算定について＞

◼ 常時GF4台運転の開始に伴い、供給信頼度評価における発電機の設定条件について、発電機のGF分控除をこれ
までの全発電機からGF対象の4台に見直したうえで、供給信頼度基準(0.498kWh/kW・年)を満たす必要予備力
を算定した結果、沖縄エリアの必要予備力は337MWと算定された。

◼ また、沖縄電力BGが確保すべき予備力についても、沖縄エリアの必要予備力337MWとTSOが確保すべき必要予
備力の203MWとのギャップ分の134MWと算定された。

＜調整力必要量の考え方について＞

◼ 電源Ⅰ-aの必要量については、GF4台運転と整合させ、49MWとする。

◼ 電源Ⅰ-ｂの必要量については、電源Ⅰ必要量203MWから電源Ⅰ-a必要量（49MW）を差引いた154MWとす
る。

◼ 電源Ⅰ´の必要量は、H3需要比率の5.2％（73MW）とする。


